
第２次君津市空家等対策計画（素案）に係るまちづくり 

意見公募手続の実施結果について 

 

経済環境部  

 

令和５年１１月２８日から令和５年１２月２７日まで意見募集を行ったところ、

以下のとおり意見がありました。  

 

１ 意見の件数 

  意見数    ８件（提出者数 ５人）  

 

２ 提出方法 

  持参       ０件（０人）  郵送     ０件（０人）  

  Ｆａｘ      ０件（０人）  電子メール  ０件（０人）  

  回答フォーム   ８件（５人）  

 

３ 意見の概要及び市の考え方 

  市の対応区分  

対応区分  意見の件数  

Ａ 意見をもとに、施策案を修正したもの     ０件  

Ｂ 意見の考え方が施策案に含まれていたもの     ７件  

Ｃ 意見を施策案に反映しないもの     １件  

Ｄ その他、施策案に直接関係ないもの等     ０件  

  

 意見の概要  対応  
区分  市の考え方  

１  空家を予め手放しやすくする

ため、空家等の財産を君津市に

譲渡した一人暮らし高齢者に対

して、介護施設への入所や共同

墓地への埋葬などのサービスを

Ｃ   本市が空家等を所有者等か

ら取得することは費用や管理

の面で困難ですが、高齢者が

所有する住宅が空家等になら

ないよう働きかけていくこと
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受けられるようにしてはどう

か。  

は重要であると考えておりま

す。  

 高齢でも安心して住み続け

られる住宅資産を活用した制

度や相続土地国庫帰属制度な

どを周知するなど、空家等を

抑制する取組を推進してまい

ります。  

２   手続きや費用の負担により空

家が増加していると思われるた

め、分かりやすい手続きや助成

金（築４０年以上の家屋へのリ

フォーム費用、解体費用）があ

ると、空家問題は解決しやすい

のではないか。  

Ｂ   空家等がそのまま放置され

ないよう、所有者等に空家等

の適正管理や利活用などの情

報提供や窓口での相談対応を

行い、空家等の解消に努めて

まいります。  

 また、空家等に係る助成制

度などの導入について検討し

てまいります。  

３  不動産投資家の経験から、災

害等による建物の破損が無けれ

ば、立地次第で買い手が付くこ

とや、空家に残置物がある状態

でも価格次第で買い手が付くこ

とから、所有者に対して、空家

のまま放置するよりも売りに出

す方がメリットがあることを周

知すべきである。  

Ｂ  いただいたご意見を参考

に、所有者等に対して空家等

を利活用することのメリット

などが伝わるよう広く周知

し、空家等の利活用を促進し

てまいります。  

４  昨年、君津市に移住してきた

が、支援等の対象にならなかっ

たため、空家を利用したい意志

Ｂ  県外からの移住や二地域居

住の希望者などに対して、空

家等を一つの受け皿として利



があるどのような者にも控除

や、助成金などの支援をして欲

しい。  

活用していく必要があると考

えております。  

多様なライフスタイルのニー

ズを注視しながら、空家等に

係る助成制度などの導入につ

いて検討してまいります。  

５  空家を保育園、託児所、シェ

アハウスとして活用すること

や、起業したい方に安く提供す

るなど、募集してはどうか。  

Ｂ  ご提案のように空家等の利

活用方法は様々ありますの

で、空家等の情報提供や窓口

での相談対応を行い、所有者

と希望者を結び付けることに

より、空家等の利活用を促進

してまいります。  

６   君津市戸建て中古住宅取得補

助事業について、君津市は中古

住宅の供給数が多くないため、

中古住宅の取得者だけでなく、

売却者にも一定の条件を付した

上で補助金を出してはどうか。  

Ｂ  ご指摘のとおり中古住宅の

供給数を増やすことは、不動

産市場での流通を促進する上

で重要なことです。  

補助対象とする範囲など様々

な要件については、今後検討

してまいります。  

７  農村部で空家が発生した場

合、農業インフラ一式と住居を

備えた所から担い手がいなくな

った状況と捉え、このような空

家の活用と就農とを連動させた

施策を検討すべきである。  

Ｂ  ご指摘のような農村部の空

家等については、空き家バン

ク制度により利活用を図って

おります。  

今後は、就農支援を行う関係

機関との連携にも努め、空家

等の更なる利活用を促進して

いまいります。  



８  高齢者が年齢を理由に賃貸住

宅を借りられない問題があるた

め、本件の処置を踏まえて、空

家の利活用を位置付けて検討す

る必要があるのではないか。  

Ｂ  高齢者の住環境を整備する

ことについては重要な課題の

一つであると考えておりま

す。  

空家等の利活用を促進してい

く中で、本件の課題解決に向

けた取組についても検討して

まいります。  

４ 結果の公表 

 (1) 公表場所：環境衛生課、市民センター、公民館、コミュニティセンター、 

中央図書館、市のホームページ 

 (2) 公表期間：令和６年３月１日から３か月間  


